
アストモスガスセンター岩手 トピックス第４１号

2025年度に向けて
 2025年度に入って１ヵ月が経過しましたが、色々とデータが集計されてきたので、2024年度を振り返るとともに2025年度の抱負を申

し上げます。本年度も宜しくお願い申し上げます。

振り返り
2024年度は大きな事故・怪我等がなく無事に事業年度を迎えることができました。これもひとえに関係

者の皆様のご協力と社員が事故防止活動の推進を維持していることと捉え厚く感謝するところです。お

陰様で配送受託軒数が順調に増加、離職者ゼロが20ヶ月以上継続するなど、人口減少と採用難にある環

境の中で恵まれた年度であったと思っております。

しかしながら、軽微な事故・トラブルは継続的に発生しており、現状に胡坐をかくことなく更に気を

引き締めていくことが必要と感じております。

抱 負
2025年の抱負としては、まず計画しているシリンダー配送とバルク配送の大口受託を安全・円滑に達成

します。それに向けて一部社員の努力ではなく全社の人員体制の最適化を図りながら組織力での実現を

目指します。次に、販売店様の協力のもと残量ガス通報の有効活用を強化し社員のストレス軽減とガス

切防止に努めるとともに、配送効率化の実証実験を実施します。更に昨年から実施しているWeｂによる

無記名での社員アンケートを継続をして風通しの良い職場環境の充実を図り離職者ゼロを継続します。

最後に、安全活動にゴールはありません。昨日までの無事故が明日の安全を担保しているものではな

く偶々運が良かった可能性があると考え、愚直な安全諸活動を推進します。
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